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東

京

都

は

、

地

産

地

消

の

た

め

「

東

京

産

食

材

」

の

使

用

に

取

り

組

ん

で

い

る

都

内

飲

食

店

を

紹

介

す

る

「

と

う

き

ょ

う

特

産

食

材

使

用

店

ガ

イ

ド

２

０

２

４

」

を

発

行

し

た

。

　

登

録

す

る

区

部

１

２

２

店

、

多

摩

地

域

２

０

１

店

に

つ

い

て

、

ど

ん

な

食

材

を

使

い

料

理

を

提

供

す

る

店

か

紹

介

し

て

い

る

。

　

例

え

ば

「

秋

川

牛

の

炭

火

焼

」

「

杉

並

茄

子

タ

ル

タ

ル

仕

立

て

の

ブ

ル

ス

ケ

ッ

タ

」

「

ひ

の

は

ら

ポ

テ

ト

」

と

い

っ

た

料

理

の

写

真

を

掲

載

。

　

江

戸

東

京

野

菜

、

奥

多

摩

や

ま

め

・

い

わ

な

、

東

京

し

ゃ

も

な

ど

の

食

材

も

登

場

し

、

目

当

て

の

も

の

を

味

わ

え

る

飲

食

店

を

探

す

こ

と

が

で

き

る

。

　

ガ

イ

ド

ブ

ッ

ク

は

バ

ス

タ

新

宿

、

羽

田

空

港

な

ど

の

東

京

観

光

情

報

セ

ン

タ

ー

や

、

都

営

地

下

鉄

の

一

部

の

駅

で

配

布

さ

れ

る

。

　東京マラソン２０２４大会

（東京マラソン財団主催、東京

都商店街振興組合連合会・商店

街連合会は後援）が３月３日、

行われた。

　快晴のなか約３万８０００人

が日本橋や門前仲町、銀座など

都心部を駆け巡った。

　一般ランナーたちは、浅草・

雷門の前で報道陣のカメラに笑

顔で手を振りながら力走（写

真）。海外からの参加も多く、

足を止め雷門を背景に自撮りし

ていく人の姿もあった。

　

東

京

都

商

店

街

振

興

組

合

連

合

会

は

、

２

０

２

４

年

度

の

「

広

域

支

援

型

商

店

街

事

業

」

を

実

施

し

た

い

商

店

街

を

募

集

す

る

。

　

広

域

と

は

、

二

つ

以

上

の

区

市

町

村

に

ま

た

が

る

こ

と

。

「

三

つ

以

上

の

商

店

街

等

」

ま

た

は

「

二

つ

以

上

の

商

店

街

連

合

会

」

が

連

携

し

て

開

催

す

る

イ

ベ

ン

ト

に

対

し

、

東

京

都

が

都

振

連

を

通

じ

て

経

費

の

３

分

の

２

（

商

店

街

負

担

は

３

分

の

１

）

、

２

０

０

０

万

円

を

限

度

に

補

助

す

る

。

　

昨

年

度

の

場

合

は

、

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

な

商

店

街

を

テ

ー

マ

に

し

た

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

体

験

イ

ベ

ン

ト

、

日

本

の

伝

統

文

化

を

体

験

で

き

る

イ

ベ

ン

ト

、

古

地

図

を

活

用

し

た

ラ

リ

ー

な

ど

が

行

わ

れ

た

。

　

申

請

す

る

に

は

５

月

８

日

に

開

か

れ

る

説

明

会

に

参

加

す

る

必

要

が

あ

り

、

あ

ら

か

じ

め

４

月

�

日

か

ら

�

日

ま

で

の

間

に

登

録

書

を

提

出

す

る

。

　

５

月

下

旬

に

申

請

を

受

け

付

け

、

６

月

下

旬

に

企

画

内

容

な

ど

の

審

査

を

行

う

予

定

。

　

問

い

合

わ

せ

は

都

振

連

（

☎

�

・

３

５

４

２

・

０

２

３

１

）

へ

。

　

障

害

者

差

別

解

消

法

が

改

正

さ

れ

２

０

２

４

年

４

月

か

ら

、

民

間

事

業

者

に

も

「

合

理

的

配

慮

の

提

供

」

が

義

務

化

さ

れ

た

。

営

利

・

非

営

利

や

個

人

・

法

人

の

別

を

問

わ

ず

、

店

舗

も

対

象

と

な

る

。

　

２

０

１

６

年

に

施

行

さ

れ

た

同

法

で

は

、

例

え

ば

障

害

の

あ

る

人

が

来

店

し

た

時

に

障

害

を

理

由

に

入

店

を

断

る

よ

う

な

「

差

別

的

取

り

扱

い

」

を

す

る

こ

と

は

行

政

、

民

間

に

よ

ら

ず

禁

止

さ

れ

て

い

た

。

　

４

月

か

ら

の

変

更

点

は

、

障

害

の

あ

る

人

か

ら

バ

リ

ア

を

取

り

除

く

た

め

の

対

応

を

求

め

ら

れ

た

ら

対

話

し

た

上

で

、

対

応

案

を

検

討

す

る

こ

と

が

義

務

と

な

っ

た

と

こ

ろ

。

　

日

常

生

活

や

社

会

生

活

に

お

い

て

、

障

害

の

な

い

人

は

簡

単

に

利

用

で

き

て

も

、

障

害

の

あ

る

人

に

は

利

用

が

難

し

く

、

結

果

と

し

て

活

動

が

制

限

さ

れ

て

し

ま

う

こ

と

が

多

い

。

　

そ

こ

で

格

差

を

埋

め

る

た

め

、

買

い

物

や

サ

ー

ビ

ス

利

用

な

ど

個

々

の

場

面

で

「

バ

リ

ア

を

取

り

除

い

て

ほ

し

い

」

と

障

害

者

側

か

ら

意

思

表

明

が

あ

っ

た

場

合

は

、

事

業

者

側

の

負

担

が

過

重

で

な

い

範

囲

で

実

施

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

と

し

た

。

　

行

政

機

関

等

で

は

合

理

的

配

慮

の

提

供

が

当

初

か

ら

義

務

と

さ

れ

て

い

た

が

、

民

間

事

業

者

が

義

務

化

さ

れ

る

の

は

今

回

か

ら

。

　

具

体

的

に

は

、

例

え

ば

白

杖

を

つ

い

た

人

が

来

店

し

「

欲

し

い

商

品

が

あ

る

が

、

目

が

見

え

な

い

の

で

分

か

ら

な

い

」

と

言

わ

れ

た

時

、

売

り

場

を

案

内

す

る

こ

と

な

ど

を

合

理

的

配

慮

と

呼

ぶ

（

表

）

。

　

た

だ

し

、

本

来

の

業

務

に

付

随

す

る

も

の

な

ど

に

限

ら

れ

る

。

　

例

え

ば

、

飲

食

店

で

食

事

介

助

を

求

め

ら

れ

て

断

る

こ

と

や

、

限

定

商

品

の

抽

選

申

し

込

み

の

手

続

き

が

難

し

い

か

ら

確

保

し

て

お

い

て

ほ

し

い

と

求

め

ら

れ

て

断

る

こ

と

ま

で

は

、

合

理

的

配

慮

の

提

供

義

務

違

反

で

は

な

い

。

　

対

話

す

る

中

で

双

方

の

意

見

を

伝

え

あ

い

、

代

わ

り

の

手

段

を

見

つ

け

て

い

く

こ

と

が

重

要

と

い

う

。

　

内

閣

府

の

サ

イ

ト

（

Ｑ

Ｒ

コ

ー

ド

）

で

法

律

の

解

説

や

合

理

的

配

慮

の

具

体

例

、

チ

ラ

シ

な

ど

を

見

ら

れ

る

。

　

な

お

、

こ

の

法

律

が

施

行

さ

れ

た

こ

と

を

受

け

東

京

都

は

２

０

１

８

年

に

「

障

害

者

へ

の

理

解

促

進

及

び

差

別

解

消

の

推

進

に

関

す

る

条

例

」

を

制

定

。

民

間

事

業

者

も

合

理

的

配

慮

の

提

供

は

義

務

だ

と

う

た

っ

て

い

た

。

　

東

京

販

売

士

協

会

（

大

島

博

会

長

）

が

２

月

�

日

、

第

�

回

「

エ

ネ

ル

ギ

ッ

シ

ュ

・

タ

ウ

ン

―

私

の

街

」

の

表

彰

式

を

行

い

、

最

優

秀

賞

の

野

方

商

店

街

振

興

組

合

（

榎

本

雅

則

理

事

長

）

な

ど

、

計

４

商

店

街

が

受

賞

し

た

（

表

）

。

　

販

売

士

の

実

務

経

験

と

専

門

知

識

を

活

用

し

、

「

キ

ラ

リ

と

光

る

」

「

エ

ネ

ル

ギ

ッ

シ

ュ

な

」

活

動

を

続

け

て

い

る

商

店

街

を

発

掘

・

応

援

す

る

事

業

と

し

て

２

０

０

０

年

度

か

ら

実

施

し

て

い

る

。

今

回

は

「

地

域

密

着

」

を

テ

ー

マ

に

審

議

し

た

。

　

野

方

は

、

「

笑

い

」

を

コ

ン

セ

プ

ト

に

地

域

住

民

の

巻

き

込

み

を

意

識

し

た

イ

ベ

ン

ト

企

画

や

、

競

合

商

店

街

と

は

一

線

を

画

し

た

「

サ

ブ

カ

ル

の

中

野

文

化

」

発

信

な

ど

が

評

価

の

ポ

イ

ン

ト

と

な

っ

た

。

　

優

秀

賞

の

三

の

輪

銀

座

は

、

都

電

荒

川

線

、

ア

ー

ケ

ー

ド

と

い

っ

た

資

産

を

フ

ル

活

用

し

、

商

店

街

活

性

化

と

地

域

住

民

へ

の

サ

ー

ビ

ス

に

つ

な

げ

て

い

る

点

や

、

大

学

の

映

画

研

究

会

を

支

援

し

て

き

た

姿

勢

な

ど

を

評

価

さ

れ

た

。

　

特

別

賞

の

西

赤

羽

商

連

は

、

特

徴

の

異

な

る

商

店

街

が

連

合

会

を

組

む

こ

と

で

メ

リ

ッ

ト

が

生

ま

れ

る

好

事

例

だ

と

し

て

選

出

。

大

学

を

誘

致

し

て

連

携

し

た

点

も

高

評

価

の

ポ

イ

ン

ト

と

な

っ

た

。

　

山

崎

団

地

名

店

会

は

、

団

地

の

自

治

会

と

の

連

携

を

強

化

し

、

歴

史

あ

る

夏

祭

り

の

継

続

と

新

規

の

秋

祭

り

を

開

催

す

る

な

ど

、

地

域

密

着

の

商

店

街

像

を

新

た

に

創

造

し

て

い

る

点

で

、

も

う

一

つ

の

特

別

賞

に

選

ば

れ

た

。

　

東

京

都

は

２

月

９

日

、

「

Ｐ

Ｒ

Ｉ

Ｍ

Ｅ

観

光

都

市

・

東

京

」

実

現

の

た

め

、

今

後

３

カ

年

（

２

０

２

４

～

２

０

２

６

年

度

）

に

つ

い

て

の

計

画

「

東

京

都

観

光

産

業

振

興

実

行

プ

ラ

ン

」

を

策

定

し

た

。

　

背

景

に

は

、

コ

ロ

ナ

禍

に

よ

る

水

際

対

策

が

終

了

し

、

世

界

の

国

際

観

光

需

要

が

回

復

、

２

０

２

３

年

�

月

の

訪

日

外

国

人

旅

行

者

数

が

２

０

１

９

年

の

同

月

を

上

回

る

ほ

ど

観

光

の

動

向

が

変

化

し

て

い

る

こ

と

が

あ

る

。

　

そ

こ

で

プ

ラ

ン

の

基

本

方

針

と

し

て

①

復

活

し

た

観

光

需

要

の

積

極

的

な

取

り

込

み

②

観

光

に

お

け

る

持

続

可

能

性

の

確

保

③

観

光

産

業

の

基

盤

の

強

じ

ん

化

―

―

を

掲

げ

た

。

　

特

に

東

京

な

ら

で

は

の

観

光

体

験

と

し

て

、

東

京

の

特

色

を

生

か

し

た

食

、

文

化

、

ナ

イ

ト

タ

イ

ム

観

光

を

重

点

的

に

強

化

し

た

い

考

え

。

観

光

関

連

事

業

者

の

人

材

確

保

や

Ｄ

Ｘ

の

推

進

な

ど

も

進

め

る

。

　

東

京

の

特

色

を

生

か

す

戦

略

と

し

て

は

、

東

京

の

食

の

魅

力

を

海

外

へ

発

信

強

化

す

る

ほ

か

、

ビ

ー

ガ

ン

や

ハ

ラ

ー

ル

な

ど

食

の

多

様

性

に

対

応

す

る

こ

と

も

支

援

す

る

。

　

ナ

イ

ト

タ

イ

ム

観

光

で

は

、

夜

間

イ

ベ

ン

ト

を

充

実

さ

せ

る

、

プ

ロ

ジ

ェ

ク

シ

ョ

ン

マ

ッ

ピ

ン

グ

を

展

開

す

る

な

ど

強

化

。

文

化

資

源

や

ア

ニ

メ

を

活

用

し

た

誘

客

も

進

め

る

。

　

数

値

目

標

と

し

て

は

、

訪

都

外

国

人

旅

行

者

数

を

２

０

２

６

年

２

０

０

０

万

人

、

２

０

３

０

年

に

は

３

０

０

０

万

人

超

に

。

旅

行

消

費

額

も

２

０

２

６

年

１

兆

８

０

０

０

億

円

、

２

０

３

０

年

２

兆

７

０

０

０

億

円

超

に

す

る

と

い

う

。

　

全

国

商

店

街

振

興

組

合

連

合

会

の

理

事

会

と

臨

時

総

会

が

３

月

�

日

に

新

宿

区

内

で

開

か

れ

、

理

事

長

に

山

田

昇

・

東

京

都

商

店

街

振

興

組

合

連

合

会

理

事

長

が

就

任

し

た

。

　

前

日

に

選

考

委

員

会

が

開

か

れ

、

審

議

の

結

果

、

満

場

一

致

で

山

田

氏

が

選

出

さ

れ

た

。

任

期

は

２

０

２

５

年

６

月

ま

で

。

　

総

会

で

は

、

２

０

２

４

年

度

の

事

業

計

画

や

収

支

予

算

な

ど

議

案

を

承

認

。

　

全

振

連

は

、

都

道

府

県

振

連

の

声

を

反

映

し

た

要

望

書

を

取

り

ま

と

め

、

政

府

や

国

会

に

対

し

要

望

活

動

を

す

る

方

針

。

特

に

商

店

主

の

高

齢

化

と

後

継

者

不

足

、

空

き

店

舗

の

増

加

、

キ

ャ

ッ

シ

ュ

レ

ス

化

の

推

進

な

ど

、

支

援

策

を

要

望

し

て

い

く

。


